
兵庫教育⼤学が教員養成フラッグシップ⼤

学の特例教職科⽬として開発・実施している学

部１年次必修科⽬「教育データサイエンス」の

内容を，岩⼿⼤学教育学部の 2025 年度後期科

⽬「基礎統計解析の理論と実践」（全 14 回，

担当︓⼤林要介講師）において展開しました。 

本展開にあたっては，まず，2025 年７⽉か

ら 12 ⽉にかけて計５回のオンラインミーティ

ング（連携 FD）を実施し，これまで兵庫教育⼤

学が実施してきた科⽬「教育データサイエン

ス」の授業内容や⽅法，その課題等について共

有しました。その上で，岩⼿⼤学での実施内容

については，兵庫教育⼤学の 2024 年度の実践

で使⽤した全 15 回分の授業資料を参考に，⼤

林先⽣が岩⼿⼤学の科⽬特性や MDASH 認定

の要件を考慮しながら適宜取捨選択して 14 回

分の授業を構成しました。 

授業最終回（2026 年２⽉２⽇）では，株式

会社 MM 総研との連携授業を実施しました。こ

の連携授業は，兵庫教育⼤学の科⽬「教育デー

タサイエンス」でも，毎年最終回に実施してい

るものです。2025 年度の連携授業では，MM 総

研の中村様より，教育関係企業としてのデータ

サイエンス活動や昨今のデータサイエンス事

情についてご講話いただいた後，受講⽣が提出

したレポート課題（テーマ︓学校における教育

データサイエンスの活⽤）へのご講評をいただ

きました。さらに，今後求められる，教育分野

におけるデータサイエンスのあり⽅について，

フロアを交えたディスカッションを⾏いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中村様によるスライドの⼀部 

 

連携授業を受けた岩⼿⼤学の受講⽣からは，

「やはり最前線を⾏く企業であることから、知

識や技術⼒だけではなく社会を読み取る⼒も

とても⾼いと感じた。」「授業で学んだ内容が

社会で発展的に使われていることが理解でき

た。」「本講義で学んだ内容を教員⽣活に活か

したいと思いました。」「実際に実習に⾏った

時にやってみようかなと思えた。」といった感

想が寄せられ，連携授業が，データサイエンス

と実社会とのつながりを具体的に考える機会

となったことが⽰唆されました。 

教育データサイエンス 
特例教職科⽬「教育データサイエンス」の 

授業を岩⼿⼤学で展開しました 
実施期間︓2025 年 10 ⽉〜2026 年２⽉ 
連携先 ︓岩⼿⼤学教育学部 
担  当︓⼤林要介（岩⼿⼤学），澤⼭郁夫（兵庫教育⼤学） 




